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若い世代の居住を促進し、人と住まいを循環させることにより、地域の
活性化を図るため、公募型プロポーザル方式を用いて大園団地余剰地
を売却するに当たり、その売却相手方を選定する審査会を設置するも
の。

１ 事業の概要

・位置：長崎市大園町2005番72

・面積：7,875.4㎡

・用途地域：第一種中高層住居専用地域

・防火地域：指定なし

・建蔽率：60%

・容積率：300%

２ 土地概要

予 算 説明書
事 業 名 補正額

ページ 款 項 目 番号

３４～３５ ８
土木費

６
住宅費

１
住宅管理費

1-1 財産売払相手方選定審査会費
大園団地余剰地

千円
６７

４ 位置図

大園公園（近接）、バンビーノ保育園（近接）、セブンイレブン（0.2ｋｍ）、
スーパー（ダンクユー）（0.4ｋｍ）、前川医院（小児科含む）（0.4ｋｍ）、
虹が丘小学校（1.1ｋｍ）、大園小学校（0.1ｋｍ）

３ 周辺施設

滑石太神宮
大園公園
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仕事の
増加

新たな雇用

若
い
世
代
の
増
加

人
口
構
成
バ
ラ
ン
ス
の
改
善 (企業進出）

住宅リノベーションによる
住居費の低減

滑石地区

空き家を活用した定住

空き家
の増加

チャンス

滑石４丁目
滑石５丁目
滑石６丁目
大園町
大宮町
虹が丘町
エミネント葉山町
合計

H30
1,079
886
946
1,278
412
835
399

5,835

R4
1,057
892
924
1,255
399
834
399

5,760

差
-22
6

-22
-23
-13
-1
0

-75

世帯数の変化

長崎市

ステップ３

若い世代
が少ない

５歳別人口割合
大園周辺

滑石４,５,６丁目、大園町、
大宮町、虹が丘町、エミネント葉山町

人の循環

住まいの循環

転出先住居の多くは民営賃貸

結婚等を理由に転出した先の
住居種別の約6割が民営の賃貸
住宅

※移動者アンケート調査結果より
（令和元年度～令和３年度実施）

※住民基本台帳に基づく町別５歳別人口（令和４年度末）データより算出

若い世代
の

居住促進

大園団地余剰地を活用した地域活性化のイメージ

民間
賃貸

大園余剰地

地域愛着の醸成

ステップ２

暮らしの場の供給

ステップ１
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(1)審査会の担任事務

本市の財産を貸し付け、交換し、売り払い、譲与する場合等の相手方の

選定に関する必要な事項の審査に関すること。

(2)組織

ア 人数 ５人
イ 構成 外部委員(学識経験者、関係団体を代表する者など)
ウ 開催回数 ３ 回

(3)審査会開催スケジュール

ア 令和６年２月・・・第１回 (選定基準の策定等)
イ 令和６年４月・・・公告
ウ 令和６年８月・・・第２回、第３回 (相手方の選定) 
エ 令和６年９月・・・優先交渉者決定

５ 事業の内容
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事 業 費

財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

千円
６７

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
６７

８ 財源内訳

大園余剰地の活用については、令和５年４月に方針を決定し、公募型プロポーザル方式によって売却すること
としており、相手方を選定するにあたっては「長崎市附属機関に関する条例」に基づく審査会に諮る必要がある
ため。

６ 補正理由

７ 事業内容及び事業費

事 業 費 内 訳

６７ 千円 委員報酬（委員長１名、委員４名分、審査会１回分） ほか
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大園市営住宅余剰地 周辺地図
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※１ 社会資本整備総合交付金 補助率 対象事業費の45/100

※２ 公営住宅建設事業債 充当率１００％（交付税措置率－％）

事 業 名 金 額

財 源 内 訳

国庫支出金
※１

県支出金
地方債
※２

その他 一般財源

【補助】既設公営住宅
改善事業費
公営住宅等ストック
総合改善事業費

予算現額
千円

８５２，２００
千円

２９７，９９６
千円
－

千円
５５４，０００

千円
－

千円
２０４

支出
予定額

千円
７３５，０００

千円
２４５，２５６

千円
－

千円
４８９，７００

千円
－

千円
４４

繰越明許額
(6月補正）

千円
８７，８００

千円
３９，５１０

千円
－

千円
４８，２００

千円
－

千円
９０

繰越明許額
(12月補正）

千円
２９，４００

千円
１３，２３０

千円
－

千円
１６，１００

千円
－

千円
７０

繰越明許額
(合計）

千円
１１７，２００

千円
５２，７４０

千円
－

千円
６４，３００

千円
－

千円
１６０

繰越事由
千歳住宅外壁改修工事において、施設運営上作業休止期間が生じたことにより、工事が年度内に完了しない見
込みであるため。

繰越箇所の完了予定 令和６年５月

予 算 説明書 【 繰 越 明 許費 】
事 業 名 繰越明許額

ページ 款 項 目

48～49 ８
土木費

６
住宅費

１
住宅管理費

【補助】既設公営住宅改善事業費
公営住宅等ストック総合改善事業費

千円
２９，４００
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※１ 社会資本整備総合交付金 補助率 対象事業費の45/100

※２ 公営住宅建設事業債 充当率１００％（交付税措置率－％）

※３ 住宅供給公社工事費負担金

事 業 名 金 額

財 源 内 訳

国庫支出金
※１

県支出金
地方債
※２

その他
※３

一般財源

【単独】既設公営住宅
改善事業費
公営住宅等ストック
総合改善事業費

予算現額
千円

２５１，９００
千円
－

千円
－

千円
－

千円
１０４，７０７

千円
１４７，１９３

支出
予定額

千円
１８７，７００

千円
－

千円
－

千円
－

千円
４４，５１５

千円
１４３，１８５

繰越明許額
千円

６４，２００
千円
－

千円
－

千円
－

千円
６０，１９２

千円
４，００８

繰越事由
千歳住宅外壁改修工事において、施設運営上作業休止期間が生じたことにより、工事が年度内に完了しない見
込みであるため。

繰越箇所の完了予定 令和６年５月

予 算 説明書 【 繰 越 明 許費 】
事 業 名 繰越明許額

ページ 款 項 目

48～49 ８
土木費

６
住宅費

１
住宅管理費

【単独】既設公営住宅改善事業費
公営住宅等ストック総合改善事業費

千円
６４，２００
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航空写真位置図

千歳団地

南棟

工事範囲

ホール

-9-



断面図（敷地の西側から望む）

住 宅

ホール

【工事名】千歳アパート南棟外壁改修工事

【工 期】令和5年5月11日～令和6年１月30日

公民館

総合事務所

店舗

外壁改修工事範囲
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スケジュール

変更後工程

千歳アパート南棟
外壁改修工事 5月 6月 7月 1月

令和５年度 令和６年度

12月

当初工程

8月 3月 4月 5月 6月9月 10月 11月 2月

準備期間 足場組立 足場解体

外壁補修・塗装

検査・手直し

5/11

契約

1/30

工期末

準備期間 足場組立 足場解体

外壁補修・塗装
5/11

契約

検査・手直し

5月中旬

工期末

-11-



居住水準の向上を図り、住宅に困窮する市民生活の安
定と社会福祉の増進、併せて地域のまちづくりに寄与す
るため、老朽化した日見大曲アパート及び日見大曲、宿
町住宅について、国の社会資本整備総合交付金を活用
し、集約・建替えを行うもの。

１ 概 要

継 続 費
期 間 補正額

ページ 事 項

３８～３９ 公営住宅建設事業
日見大曲・宿町団地（第１期）

令和５年度から
令和９年度まで

千円
１，５４１，２００

第１期整備事業は、宿町第２アパート１号棟及び２号棟
解体後の更地において、整備住宅等の設計、建設業務
等を事業者が一括で行うDB方式（デザインビルド）で、新
たに１棟約６０戸の公営住宅を新築するもの。

２ 事業内容

配置図

（参考イメージ）H30年度完成

本河内住宅建替え事業

既存 建替え後
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３ スケジュール

R5 R6 R7 R8 R9

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ委託

設計･造成・建設
（１棟 約６０戸）

入居者移転

6月仮契約

12月下旬
入札説明書等公表

9月議会
本契約

設計 造成・建設

・設定期間 令和５年度～令和９年度

・設定金額 １，５４１，２００千円

・事業内容 日見大曲・宿町団地第１期整備に係る設計及び建設事業

５ 継続費

整備事業費 ： １，５４１，２００千円

【主な理由】 令和６年度に事業者と本契約することを目的として、令和５年度中に本事業の入札公告を実施する

ため、これに必要な予算措置の裏付けを行うもの。

４ 補正内容
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６ 継続費の内訳

事業年度
事業費
補正額

主な内容

令和５年度 － 入札公告、入札説明書等の公表

令和６年度 17,200 基本・実施設計

令和７年度 82,600 実施設計、既存施設等の解体及び敷地整備等

令和８年度 997,600 整備住宅等の建設工事、工事監理

令和９年度 443,800 整備住宅等の建設工事、工事監理

総事業費 1,541,200

（１）年度内訳 （単位：千円）

項目 補正額

ア 委託料（基本・実施設計費、工事監理費） 73,530

イ 工事請負費（解体費、建設費等） 1,467,670

合 計 1,541,200

（２）事業費の内訳 （単位：千円）
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７ 算出根拠

項目 事業費 主な算出方法

① 設計費

（基本設計及び実施設計）

② 建設費

〇住宅建設工事

・建築、電気及び管工事

（太陽光発電設備、外構工事及び

駐車場整備含む。なお、整備住宅

はZEH水準を満たすもの。）

〇既存施設等の解体工事

・既存浄化槽及びプロパンガス庫

解体

〇造成工事

・整地費、土盛費、土留費等

③ 工事監理費

（合計）

57,600千円

1,425,500千円

28,800千円

13,400千円

15,900千円

1,541,200千円

① 国土交通省設計業務委託等技術者単価及び
国土交通省告示第98号に基づき算出

② 建設費
〇住宅建設費
本市において実施した過去の住宅建設工事
費に係る㎡単価を参考に、国土交通省が示す
標準建設費等や週休２日制による労務費等の
人件費・物価上昇を踏まえ算出

〇既存施設等の解体工事
数量積算見積及び本市において実施した過去
の解体工事費に係る㎡単価を参考に算出

〇造成工事
国税庁財産評価基準書 長崎県 宅地造成費金
額表の単価を参考に、事業予定地における概
算造成数量を積算算出

③ ①と同様に算出
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８ 財源内訳

区分 事業年度 事業費

財 源 内 訳

国庫支出金
※１

地方債
※２

一般財源

補

正

額

令和５年度 － － － －

令和６年度 17,200 7,740 1,600 7,860

令和７年度 82,600 37,170 45,400 30

令和８年度 997,600 384,200 613,400 －

令和９年度 443,800 171,990 271,800 10

合 計 1,541,200 601,100 932,200 7,900

※１：社会資本整備総合交付金（45/100）
※２：公営住宅建設事業債 充当率100%（交付税措置率 －％）

（単位：千円）

-16-



（参考）日見大曲・宿町団地建替え事業概要

既存住宅の概要

住宅名 建設年度 構造・階数 戸数

日見大曲
ｱﾊﾟｰﾄ

(１～３号棟)
昭和５０年度

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造
５階建て

７０戸

日見大曲
住宅

昭和３８年度
～

昭和３９年度

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造
４階建て

４８戸

宿町ｱﾊﾟｰﾄ
昭和４７年度

～
昭和５４年度

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造
３～５階建て

４６０戸

合 計 ５７８戸

 

１ 市営住宅の長寿命化計画 （2040年の目標）

２ 建設時期、機能性を基にしたグループ分け

①長崎市公共施設マネジメントの目標を実現（施設の２５％を縮減）

②浴槽、洗面所、台所の３点給湯を全ての住宅に整備し、

エレベーターは各市営住宅の配置状況を考慮し、適切に整備する

③建替、修繕周期に沿った施設管理を実現する

３ 市営住宅の方向性（事業内容と縮減後の管理戸数）

建設戸数

４ 建替え概要

約５割縮減
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日見大曲・宿町団地建替え案（モデルプラン）日見大曲・宿町団地配置図

当該案は、PFI可能性調査時に、公共交通や買い物等の利便性の良い宿町第２団地側
に集約し、仮入居なく新築住宅へ入居することを条件としたモデルプランであり、２期、３
期については、確定したものではありません。
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※１ 社会資本整備総合交付金 補助率 対象事業費の45/100

※２ 公営住宅建設事業債 充当率１００％（交付税措置率－％）

事 業 名 金 額

財 源 内 訳

国庫支出金
※１

県支出金
地方債
※２

その他 一般財源

【補助】
公営住宅建設事業費
日見大曲・宿町団地

当初
予算額

千円
６２，９００

千円
２８，２３１

千円
－

千円
３４，５００

千円
－

千円
１６９

支出
予定額

千円
２，０００

千円
８２６

千円
－

千円
１，１００

千円
－

千円
７４

繰越
明許額

千円
６０，９００

千円
２７，４０５

千円
－

千円
３３，４００

千円
－

千円
９５

繰越事由
補助対象財産の処分制限期間を経過していないことが判明し、翌年度に解体工事を行う必要があることから、
工事が年度内に完了しない見込みであるため。

繰越箇所の終了予定 令和６年１２月

予 算 説明書 【 繰 越 明 許費 】
事 業 名 繰越明許額

ページ 款 項 目

48～49 ８
土木費

６
住宅費

２
住宅建設費

【補助】公営住宅建設事業費
日見大曲・宿町団地

千円
６０，９００
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宿町第2アパート
1･2号棟解体工事

日見大曲・宿町団地の建替えに当たって、その建替え

予定地とするため、既存の住宅（宿町第２アパート１・２

号棟）を解体するもの

１ 概要

配置図

解体予定としていた対象住棟について、財産処分制限

期間を経過していないことが判明し、翌年度に解体工事

を行う必要があるため

※平成２６年度７月に屋上防水改修工事を実施

⇒ 財産処分制限期間（令和６年７月まで）

２ 繰越事由

１号棟 ２号棟
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R5 R6 R7 R8 R9

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ委託

宿町第2アパート
1・2号棟解体

設計･造成・建設
（１棟 約６０戸）

入居者移転

事業契約締結

設計 造成・建設

４ スケジュール

• 令和５年３月 解体工事費に係るR5年度当初予算議決

• 令和５年５月 宿町第2アパート1･2号棟において、平成26年度に社会資本整備総合交付金を活用した

屋上防水改修工事を施工していたことが判明（市営住宅施設台帳への記載漏れ）

• 令和５年６月 長崎県に社会資本整備総合交付金の返還の要否について確認 ➡結果：必要

（財産処分の承認に係る基準の解釈について、長崎県をとおして国へ確認）

• 令和５年７月 日見大曲・宿町団地建替事業進捗への影響の有無について確認 ➡結果：影響なし

• 令和５年８月 長崎県に社会資本整備総合交付金の繰越しの可否について確認 ➡結果：繰越可能

３ 繰越の経過

市営住宅施設台帳への記載漏れがないかについて、再度確認を行った結果、他に記載漏れはなし。

今後、このようなことがないよう、適切な台帳管理に努めるのはもちろんのこと、一つの事務の遺漏が与える

影響についても再度認識し、今後の事務に当たっていく。

５ 対応
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